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南部町告示第69号 

 平成22年第８回南部町議会臨時会を次のとおり招集する。 

   平成22年10月14日 

                               南部町長 坂 本 昭 文 

記 

１．期  日  平成22年10月25日 

２．場  所  南部町議会議場 

３．付議事件 

議案第77号 動産（天萬庁舎図書館備品）の取得について 

議案第78号 平成22年度南部町一般会計補正予算（第３号） 

議案第79号 平成22年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

議案第80号 平成22年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

─────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

板 井   隆君         仲 田 司 朗君 

雑 賀 敏 之君         景 山   浩君 

杉 谷 早 苗君         赤 井 廣 昇君 

青 砥 日出夫君         細 田 元 教君 

井 田 章 雄君         足 立 喜 義君 

秦   伊知郎君         亀 尾 共 三君 

石 上 良 夫君 

─────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

植 田   均君 

─────────────────────────────── 
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──────────────────────────────────────────── 

平成22年 第８回（臨時）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日） 

平成22年10月25日（月曜日） 

──────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

平成22年10月25日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 議事日程の宣告 

 日程第４ 議案第77号 動産（天萬庁舎図書館備品）の取得について 

 日程第５ 議案第78号 平成22年度南部町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第６ 議案第79号 平成22年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第７ 議案第80号 平成22年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

─────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 議事日程の宣告 

 日程第４ 議案第77号 動産（天萬庁舎図書館備品）の取得について 

 日程第５ 議案第78号 平成22年度南部町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第６ 議案第79号 平成22年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第７ 議案第80号 平成22年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

─────────────────────────────── 

出席議員（13名） 

１番 板 井   隆君     ２番 仲 田 司 朗君 

３番 雑 賀 敏 之君     ５番 景 山   浩君 

６番 杉 谷 早 苗君     ７番 赤 井 廣 昇君 

８番 青 砥 日出夫君     ９番 細 田 元 教君 

10番 井 田 章 雄君     11番 足 立 喜 義君 

12番 秦   伊知郎君     13番 亀 尾 共 三君 
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14番 石 上 良 夫君 

─────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

４番 植 田   均君 

─────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

─────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 ------------------ 谷 口 秀 人君  書記 ------------------ 本 田 秀 和君 

─────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ------------------ 坂 本 昭 文君  副町長 ---------------- 藤 友 裕 美君 

教育長 ---------------- 永 江 多輝夫君  総務課長 -------------- 森 岡 重 信君 

財政室長 -------------- 唯   清 視君  企画政策課長 ---------- 長 尾 健 治君 

町民生活課長 ---------- 加 藤   晃君  教育次長 -------------- 稲 田   豊君 

健康福祉課長 ---------- 前 田 和 子君  保健対策専門員 -------- 櫃 田 明 美君 

上下水道課長 ---------- 頼 田 泰 史君 

─────────────────────────────── 

午前１０時００分開会 

○議長（石上 良夫君） おはようございます。植田議員は欠席の届けが出ておりますので、欠

席でございます。 

 ただいまの出席議員数は１３人です。地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しており

ますので、平成２２年第８回南部町議会臨時会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（石上 良夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、次の２人を指名いたします。 

 ２番、仲田司朗君、３番、雑賀敏之君。 

─────────────・───・───────────── 
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   日程第２ 会期の決定 

○議長（石上 良夫君） 日程第２、会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異義なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、１日間と決定いたしました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第３ 議事日程の宣告 

○議長（石上 良夫君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第４ 議案第７７号 

○議長（石上 良夫君） 日程第４、議案第７７号、動産（天萬庁舎図書館備品）の取得につい

てを議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、藤友裕美君。 

○副町長（藤友 裕美君） 副町長。議案第７７号、動産（天萬庁舎図書館備品）の取得につい

て。 

 動産（天萬庁舎図書館備品）を取得するため、地方自治法第９６条第１項第８号及び南部町議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定によって、議会の

議決をお願いをいたすものでございます。 

 本件につきましては、去る１０月の２０日、１１社による指名をいたしまして５社が辞退があ

ったわけでありますが、入札を実施したものでございます。 

 １、取得する動産、天萬庁舎図書館備品一式。２、取得の方法、指名競争入札。３、取得金額、

２，４４６万５，０００円。４、契約の相手方、鳥取県米子市両三柳５０３１番地、株式会社衣

笠商会米子支店、取締役支店長、衣笠一彦。という内容のものでございます。ひとつ、慎重に御

審議をお願い申し上げます。 

○議長（石上 良夫君） 提案に対し、質疑ありませんか。 

 １３番、亀尾共三君。 

○議員（13番 亀尾 共三君） 何点かお聞きしますので、よろしくお願いします。 



－－ 5 

 先ほど副町長の方から参加企業は１１社あったけども、そのうち５社が辞退されたというこ

となんですけども、これは何か理由があったのでしょうか。もし、理由が明らかであっておった

らどういう理由かをお聞きするのがまず１点です。 

 それから、取得というか、落札金額が２，４４６万５，０００円となっておりますが、これ

の予定価格ですね、これが幾らが設定されていたのかということがもう一つです。 

 それから、これは衣笠商会の米子支店となっておりますけれども、支店ということは当然出

先というか、言い方がどうかわかりませんが、本社はどこにあるのかということです。それで、

この会社の主な取り扱いというのはどういうものを主に扱っておられるのかということを、この

３点をお聞きしますので、よろしくお願いします。 

○議長（石上 良夫君） 休憩します。 

午前１０時０５分休憩 

------------------------------------------------------------ 

午前１０時１３分再開 

○議長（石上 良夫君） 再開します。 

 教育次長、稲田豊君。 

○教育次長（稲田 豊君） 教育次長です。大変失礼いたしました。１１社の指名のうち５社の

辞退の理由ということですけれども、一応、備品につきましてメーカー等の指定をさせていただ

きました。その関係で、なかなか取引ができないという理由も何社かあったように記憶しており

ます。 

 それから、予定価格ということですけれども、予定価格につきましては２，４６７万５，００

０円を予定価格にしております。 

 それから、衣笠商会の本社でありますけども、本社は倉吉市の方にございます。扱いのものと

すれば、事務用備品とか消耗品とかの扱いをしておる業者のようです。以上です。 

○議長（石上 良夫君） １３番、亀尾共三君。 

○議員（13番 亀尾 共三君） ありがとうございました。ちょっとお聞きします。いつも議員

の控室の方へ入札結果が閲覧として出るんですけど、今回出てなくて聞くんですけど、いわゆる

１１社のうち５社が辞退ということで６社の参加ということなんですが、ちなみに最高は幾らだ

ったのかということ。それと、入札ですから最低の金額がここの衣笠だったと思うんですけども、

よく予定価格よりもどんと低くなって、これは欄外というんですか、失格ということがあるんで

すが、今回もそういうことがあったのかどうなのかということ。この１点をお聞きします。 
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 それから、もう１点、辞退の理由で指定ですね、メーカー指定しておったんだけども、不扱い

だったんで辞退するということなんですけども、私もようわからんのですけども、入札の公表で

すか、公示にそういうことは書かれないわけでしょうか。その点について、この２点、３点です

か、で聞くんですが、よろしくお願いします。 

○議長（石上 良夫君） 教育次長、稲田豊君。 

○教育次長（稲田 豊君） 教育次長です。最高額……（「入札」と呼ぶ者あり）入札の時点で

税抜き価格で入札をしていただいております。一番最初の最高額というのは、２，６２０万が税

抜き価格での入札金額になります。 

 それから、失格は、制限価格は設けておりません。備品の購入については制限価格を設けてお

りませんので、失格というものは発生しません。 

 それから、最低価格についてはこの契約をしていただいた金額で、税抜きで２，３３０万の金

額になります。 

 もう１点は何でした……（「公示にメーカー指定なんかは」と呼ぶ者あり）一応、指名通知の

中に、設計書にメーカー等の記載をしております。それで、同等品も可ということで指名通知を

させていただいて、同等品申請についても協議をしていただくようにして指名通知を出しており

ます。 

○議長（石上 良夫君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 討論を終結いたします。 

 これより、議案第７７号、動産（天萬庁舎図書館備品）の取得についてを採決いたします。 

 議案第７７号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決されまし

た。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第５ 議案第７８号 

○議長（石上 良夫君） 日程第５、議案第７８号、平成２２年度南部町一般会計補正予算（第
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３号）を議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長、森岡重信君。 

○総務課長（森岡 重信君） 総務課長でございます。議案第７８号、平成２２年度南部町の一

般会計補正予算（第３号）について御説明をさせていただきます。 

------------------------------------------------------------ 

 議案第７８号 

平成２２年度南部町一般会計補正予算（第３号） 

 平成２２年度南部町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６，８３０千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ６，５７４，９６５千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   平成２２年１０月２５日            南 部 町 長 坂 本 昭 文 

 

   平成２２年１０月  日         決  南部町議会議長 石 上 良 夫 

------------------------------------------------------------ 

 今回の補正予算の内容の主なものについて、地域資源活用調査事業及びインフルエンザワクチ

ン接種事業を上げております。 

 地域資源活用調査につきましては、古事記編さん１，３００周年に向けて、神話の舞台と言わ

れる清水井から赤猪岩神社までの古い道、古道の調査整備、それから、観光案内板の設置、また

これに伴う南部町のホームページの整備などを予定をしているものでございます。 

 また、インフルエンザワクチン接種事業につきましては、新型インフルエンザ及び季節性のＡ

香港型、Ｂ型を混合しました３価ワクチンを町民に幅広く接種していただき、インフルエンザの

重症化の予防を図るために補助を行うものでございます。 

 それでは、歳出の方から説明をさせていただきます。５ページでございます。２款総務費、７

目の財産管理費でございます。２５９万４，０００円を増額をいたしまして、総額を３億３６３

万３，０００円とするものでございます。これは天萬の農業者トレーニングセンター横の作業所

を改修をし、事務所機能を有する施設に、また、その横の車庫を作業場として使えるように整備



－－ 8 

をするものでございます。 

 １６目の企画費４００万円を増額をいたしまして、総額を４億３，９５２万７，０００円とす

るものでございます。冒頭に説明しました地域資源活用調査事業でございます。１節の報酬７万

８，０００円につきましては、本件を検討していただく委員報酬を考えております。８節の報償

費５０万円につきましては、御意見、御提案をいただきました方への謝礼を。それから、１１節

需用費１６万３，０００円につきましては、関連する書籍、資料の購入。１２節役務費１０万７，

０００円は、通信運搬費として各種送付のためのものでございます。また、１３節の委託料３１

５万２，０００円につきましては、そこに記載しております湧水調査、古道の調査整備、それか

ら案内板、またこれらに伴う南部町のホームページの整備などを予定をしております。 

 中段に、６目統計調査総務費７，０００円でございます。これは統計調査を行っていただこう

とする方へ、統計調査の意義や各種の情報を提供することによりまして、統計調査への理解、統

計調査の精度を、回収率の向上、これを図ることを目的としてお願いをするものでございます。

１０分の１０の補助となっております。 

 ３款の民生費、１目の社会福祉総務費５２万２，０００円を増額補正をいたしまして、総額を

２億６，９２５万４，０００円とするものでございます。しあわせの浴槽ろ過タンクの継ぎ目か

ら水漏れが発生をいたしております。タンクのろ過材も噴き出すなどの状態となったため、６月

定例議会におきましてその修繕費として３２万３，０００円をお願いをしておりましたが、さら

に状況が悪化をしております。修繕では間に合わず、ろ過タンク自体を取りかえて修繕する必要

が発生したため、お願いをするものでございます。 

 ６ページに移ります。中段の５目保育園費４９万９，０００円を増額補正をいたしまして、総

額を３億４，７４１万９，０００円とするものでございます。すみれ保育園遊戯室屋根に設置を

しております雨どいの一部が破損して落下したため、当該箇所の修理を行うものでございます。

これは幸いにも落下による園児や職員にけがはございませんでした。当該部分につきましてはア

スベストが含有されておりますが、当該含有率がごくごくわずかであり、また危険な飛散性のも

のではない、このことのため健康を害するというような恐れはありませんが、今後、積雪等が予

想されることからも早期に修理を行うものでございます。 

 下段の４款衛生費、２目の予防費でございます。２１１万８，０００円を増額をし、総額を２，

０７９万８，０００円とするものでございます。これは改正予防接種法に基づく新たな臨時接種

を見込み、高齢者インフルエンザ予防接種の予算を別事業に組み替えるものでございます。従前

の事業では役務費２１万円、委託料７８０万円、計８０１万円を減額をしております。インフル
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エンザワクチン接種事業では、需用費、役務費、委託料、扶助費、合わせまして１，０１２万８，

０００円となり、差額の２１１万８，０００円を増額をしております。 

 ３目でございます。健康増進費１９万円を増額補正をいたしまして、総額を２，６６７万４，

０００円とするものでございます。４０歳以上で集団検診希望の大腸がん検診未受診者などの方

に検診キットを送付をいたしまして、これを回収することにより大腸がんの早期発見、早期治療

の普及、啓発及び受診率の向上を目的とするものでございます。これは約２分の１の補助となっ

ております。 

 ７ページに移ります。上段５款農林水産業費３目の農業総務費でございます。２８節の繰出金

２５０万の減でございます。これは農業集落排水事業特別会計への繰出金でございますが、同会

計におきまして資本費平準化債の増額ができることになったため、これを増額をいたしまして一

般会計からの繰出金を同額減とするものでございます。 

 次の段、７款の土木費１目の公共下水道費でございます。６０万円の減としております。公共

事業特別会計へのものでございますが、先ほどの農業集落排水事業特別会計へのものと同様の理

由でございます。 

 続きまして、今度歳入の方の説明をさせていただきます。歳出に伴う財源が主なものでござい

ます。 

 ４ページをお開きください。１５款県支出金３目の衛生費県補助金。保健衛生費補助金１９２

万４，０００円でございます。先ほど歳出の方で御説明をさせていただきました新型インフルエ

ンザワクチンの助成が１８３万１，０００円。それから、大腸がん検診特別推進支援補助が９万

３，０００円、合わせましたものが１９２万４，０００円でございます。 

 １目総務費委託金、統計調査委託金７，０００円でございます。これは統計調査員確保対策事

業の委託金として計上したものでございます。 

 １９款繰越金でございます。前年度繰越金４８９万９，０００円としております。以上で平成

２２年度南部町の一般会計補正予算（第３号）についての説明を終わらせていただきます。御審

議のほど、よろしくお願いをいたします。 

○議長（石上 良夫君） 提案に対し、質疑ありませんか。 

 １３番、亀尾共三君。 

○議員（13番 亀尾 共三君） 何点かお聞きしますので、よろしくお願いします。 

 まず、全協でも説明していただいたんですけども、いわゆる古道の分ですね、神話に基づく分

なんですけども、道路の延長が直線でいうと８００メートルぐらいだということですね。恐らく、
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曲がってるところがあるんで、もっとふえるというぐあいには想像するんですけども、そこで聞

くんですけども、この南部町の中で神話に基づいてやるということで、清水井とそれから、何だ

ったかな……（発言する者あり）赤猪岩神社の方でやるということなんですが、ほかに将来わた

って、このような神話に基づいてやるべきことがあるのかどうなのかということが１つです。今

回は、特交によって県の方で４００万が出るんですけども、これがこの中でおさまるかどうかは

私、恐らく試算されてると思うんですけども、出た場合は一般会計から出さんといけんだないか

思ってるんですけど、これが結局上限枠だと、筒いっぱいということなんですけども、どうなん

だろうかなということ。この試算の中でおさまるのかということができるのかということと、そ

れから先ほど聞いたように、将来に新たに神話に関係するところが出てくる、予想されるところ

があるのかどうなのか、この点をまずお聞きします。 

 それから、新型インフルの補助のことなんですけども、つまり生保、生活保護の人、それから

非課税の世帯については負担なしということの説明をいただいたんですね。その中で、１つだけ

私お聞きしたんですけども、妊婦さんについてはどうなんでしょうかということについては、通

常のやり方でいくということなんですけども、何人該当されるかわかりませんけど、そんなにそ

んなに大きな人数だないと思うんですよね。妊婦さんということになれば、やはり今、少子化の

問題で言われてるんだから、これについて補助をするということを上乗せするということをぜひ

求めたいと思うんですが、どうなんでしょうかということをお聞きします。 

 それから、これが私の計算が間違っておったらなんですけども、課税の中で見ますと１歳から

１２歳が６３０人、それから１３から１５が課税が１４０人ですか、これをやはり去年もお願い

した、すべきではなかろうか。いわゆる中学生までは負担なしにすべきではないかということを

言ったんですけれども、これも上乗せする考えはないかということなんですね。ちなみに、妊婦

さんの分はわかりませんが、ここではっきりと数字がわかってる生徒の分をなくした場合にはで

すね、負担、一体どれぐらいになるのかということ、このことについてお聞きしますので、よろ

しくお願いします。 

○議長（石上 良夫君） 企画政策課長、長尾健治君。 

○企画政策課長（長尾 健治君） 地域資源活用調査事業についてのお尋ねにお答えいたします。

神話に基づく今回上げました清水井、それから赤猪岩神社のほかに神話に基づくようなものを

考えておるかというお尋ねでございましたが、南部１００選というものが５周年につくられて

おります。この中にもいろいろ町内のそういうお尋ねのものがございます。具体的に今後のこ

とになりますが、例えば御内谷にございます天宮さんという巨石群、それから金華山と熊野神
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社というのもイザナギノミコトを祭ったところでございます。そういうようなところをこれか

ら光を当ててまいりたいというふうに考えておるところです。 

 それから、もう１点の御質問、４００万円が上限ということですが、これ以内でおさまるかと

いうことですが、その中でおさめるつもりで事業を計画しておるところでございます。以上でご

ざいます。 

○議長（石上 良夫君） 健康福祉課長、前田和子君。 

○健康福祉課長（前田 和子君） 健康福祉課長でございます。妊婦さんに対しますインフルエ

ンザの補助を申し上げます前に、今年度の新型インフルエンザの補助の対象の方について若干申

し上げておきたいと思います。今回は、高齢者の方についてこれまでは季節性のインフルエンザ

ということでしたが、新型インフルエンザも含めました３価ワクチンということでございまして、

今回１回で済むわけでございますけれども、昨年度と同様に低所得者の方は全額補助、それから

課税世帯の方は、１，０００円御負担をいただくということで実施をする予定でございます。そ

して、低所得者の方でございますけれども、高齢者を除いた低所得者の世帯につきましては全額

町の方が補助をいたしますので、本人さんの御負担はゼロということになります。 

 また、もう１点は、課税世帯のうち１歳から中学生までの方に対しまして、１，０００円の補

助を予定するように予算をお願いをしているものでございます。ただいま、御質問のございまし

た妊婦さんに対する補助でございますけれども、これは積極的な勧奨というものはしないという

方針で今年度もいきたいというふうに考えております。したがいまして、低所得者以外の方に対

する妊婦さんについては課税世帯ということで、御自身の負担と判断で予防接種を受けていただ

きますようにお願いをするものでございます。 

 それから、中学生までの負担でございますけれども、１，０００円の補助ということを、今予

算措置をしておるところでございますけれども、これにつきましても個人の御負担が若干いただ

きたいというふうにお願いをするものでございます。ちなみに、お子さんの予防接種医療でござ

いますけれども、町内におきましては、これは医療機関で単価が決まっております。実を申しま

すと昨年度につきましては、全国統一した予防接種医療でございまして、１回目が３，６００円

というふうに決まっておりました。しかし、今年度につきましては、西部管内の医師会では予防

接種医療は、医療機関で定められた接種料ということでございますので、３，６００円を上限と

してその医療機関で定められた額ということでございます。したがいまして、お子さんに対しま

す予防接種と申し上げますと１，５００円ぐらいのところから２，５００円ぐらいのところまで

設定されているのではないかというふうに考えております。したがいまして、町が１，０００円
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の補助をさせていただきますので、本人さんの負担は５００円から１，５００円、２，０００円

ぐらいになろうかとも思いますけれども、御自身の判断でお受けいただきたいというふうに思い

ます。 

 それから、生保の負担をなくすというふうに３点目おっしゃいましたが、これにつきましてち

ょっとどういう意味かわかりませんので、もう一度お願いをいたします。 

○議長（石上 良夫君） １３番、亀尾共三君。 

○議員（13番 亀尾 共三君） 答弁ありがとうございました。もう一つ、企画課長に念を押す

んですが、しつこいようなんだけども、４００万が限度ということで初めてのことだと思うんで

すけども、仮にここ４００万よりか上になったと、最終的になるようだという場合は、一般財源

でもつぎ込んで、この上にですよ。完全にこれをやり遂げたいというのか、あるいは上限がここ

できたんで、またの機会で続きをやろうというぐあいにされるのか。恐らく、４００万の中でお

さめられるということなんですけど、仮にそういうぐあいになった場合にどうされるのかという

ことを再度、確認のためにお聞きします。 

 それから、インフルのことなんですけども、去年はやっぱり課税の子供、課税世帯の子供につ

いては負担はあったんですよ。統計とっておられるかどうかわかりませんけども、負担があった

ために、課税世帯の子供が受けなかったことがもしつかんでおられたですね、わかれば教えてい

ただきたいし、私はわからんですけども、みんな完了してるんならそれでいいんですが、という

ことと、それからもう１点は、私の質問の、質疑のかけ方が悪かったかもしれませんけども、私

が計算するとまた違っておったらいけませんので、ここの委託料のところで、表の１歳から１２

歳で６３０人、それから、１３歳から１５歳、課税ですよ、これが１４０人となってるけども、

これを負担をなくして町の方で持つということになると、幾らの出しになるんでしょうかという

ことをお聞きしますので、もし試算しておられたらよろしくお願いします。 

○議長（石上 良夫君） 企画政策課長、長尾健治君。 

○企画政策課長（長尾 健治君） 企画政策課長でございます。上限４００万、これがオーバー

したらという御質問でございましたが、今年度におきましてはこの額を示されておりますので、

この金額の中で事業展開をするというふうに考えておるところでございます。以上でございます。 

○議長（石上 良夫君） 健康福祉課長、前田和子君。 

○健康福祉課長（前田 和子君） 健康福祉課長でございます。課税世帯で前年度受けなかった

方というのは申しわけございませんが、把握をいたしておりません。 

 それから、２点目のこの１３歳までの方の負担を全部町が持つときの試算ということでござい
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ますけれども、先ほどちょっと説明をさせていただきましたけれども、これはちょっと試算がし

にくいものでございます。といいますのは、医療機関が独自で設定をいたしますので、３，６０

０円を請求してくるところもあれば、１，５００円を請求してくるところもあるというふうに考

えておりますので、それはちょっと試算ができにくい。一般的に３，６００円全額見るのが本当 

かなと、そういう場合にはですね。ちなみに、鳥取県の東部、中部につきましては、課税世帯の

ところで町が補助する場合には、３，６００円を見ているというふうに聞いたところでございま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（石上 良夫君） ほかに質疑はありませんか。 

 １２番、秦伊知郎君。 

○議員（12番 秦 伊知郎君） 事業説明書の資料の２ページ、今亀尾議員が質問されておりま

した件なんですけど、この事業は古事記編さん１３００年ということをキーワードにして事業を

展開されようとしておられますが、同じような事業というのは近隣町村でもあるのかどうか。あ

るいは南部町だけで考えられたのか。というのは、どうしてもこういう事業は多少、他町村とも

同じような資源を持つところと交流していって、初めて効果が出るのではないかなというふうに

考えてますんで、その点はどうなのか御説明いただきたいと思います。 

○議長（石上 良夫君） 企画政策課長、長尾健治君。 

○企画政策課長（長尾 健治君） 企画政策課長でございます。お尋ねの件につきましては、島

根県は非常に力を入れて今、今後キャンペーン等も打っていかれるというふうに聞き及んでおる

ところでございます。今回の地域資源活用調査事業の中で、そういう近隣の動きもきちんと把握

して、なおかつ連携をいかにとっていくかということもあわせて、今後議員がおっしゃっていた

だきますように、そのスクラムを組むところはきちんと組むということで進めてまいりたいと思

います。以上でございます。 

○議長（石上 良夫君） １２番、秦伊知郎君。 

○議員（12番 秦 伊知郎君） スクラムを組んでやっていきたいというのはわかったんですけ

ど、そういう事業を展開しようとしているところがあるのかどうかということをお聞きしたいと

思います。 

 それから、先ほど亀尾議員が言われましたが、私は交流人口がもしこの事業でふえていくのな

らば、やっぱり若干の投資というのは町独自でもやってもいいのではないかなというふうに思っ

てますんで、それを踏まえて同じような事業をやってるところがあるかないかということをお聞

きしたいと思います。 
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○議長（石上 良夫君） 企画政策課長、長尾健治君。 

○企画政策課長（長尾 健治君） 先ほど島根県というふうに申し上げましたが、市町村におい

ての動きというのは現在まだ把握しておらないところでございます。 

○議長（石上 良夫君） ほかに質疑ありませんか。 

 ３番、雑賀敏之君。 

○議員（３番 雑賀 敏之君） ２点ほどお聞きいたします。 

 この予算説明書の１ページの、農業者トレーニングセンターの横の事務所の改修なんですが、

現在事務所として使えないんで改修をするということでございますが、効果等の中で、改修をす

れば行政機能、出先機関を設置することも可能であるというぐあいに書いてありますが、具体的

にそういうところが今予定がされようとしてるのか、具体策があればお聞きしたいと思います。

（「書いてある、南部広域シルバーセンター」と呼ぶ者あり）いや、それは下なんです。（「え

っ」と呼ぶ者あり）それは下なんです。（「いや、書いてある」と呼ぶ者あり）当面の間は、南

部広域シルバー人材センターに貸与し、ということなんですが、今、南部広域シルバー人材セン

ターは天萬庁舎の裏に事務所があると思いますが、そことの関連。それで、当面はということに

なっておりますが、非常にあいまいなんでどれくらいを拠点事務所とする予定であるということ

になれば当面というのはないから、半永久的にならないと拠点というぐあいにならないと思いま

すので、その辺どのようなお考えか、お聞きしたいと思います。 

 それと、８ページの健康福祉課の関係なんですが、大腸がんキットの関係で、計画で検診キッ

ト配布対象者ということで、平成２１年１０月１日時点の４０歳、６０歳人口の合計３３８名。

それと、もう一つ、これと合わせてなんでしょうか、４０歳以上で集団検診希望の未受診者、こ

れは合計が３３８名なのか。それと、この平成２１年というのは昨年になると思いますが、これ

は確認なんですが、これでよろしいかどうかお聞きしたいと思います。 

○議長（石上 良夫君） 総務課長、森岡重信君。 

○総務課長（森岡 重信君） 総務課長でございます。効果のところでということでございます。

当面の間はここに書いてございますように、南部広域シルバー人材センターに使用していただく

というふうに考えております。ただ、そのシルバー人材センターも今町の中に２つありますけど

も、それがいつまでも２つがいいのかということがございます。将来には１つになれば、そこは

シルバー人材センターで使うというようなことにはなりませんので、そういったときには具体的

にこういうところということはちょっとないですけども、行政機関とか、いろんな方に使ってい

ただけるような形がとれるのではないかというふうな考え方で計画をしております。シルバー人
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材センターにつきましては、今、交流会館の方に入っていただいております。公民館の方には地

域振興協議会の方に入っていただいております。ただ、公民館につきましては全面解体というこ

とで、その後、駐車場にするということにしております。そうしますと、公民館におられた地域

振興協議会、交流会館を拠点として活動を活発化させようと、推進しようというふうにおっしゃ

っていただいております。そうしますと、交流会館の方には振興協議会の方に入っていただき、

今おられますシルバー人材センターの方には上段の今計画しております事務所の方に入っていた

だき、その横にバスの車庫があります。車庫も少し手をかけまして作業できるような施設にすれ

ば、シルバー人材センターもその作業場の確保ということもできますので、非常に効率的だとい

うことで考えております。以上です。 

○議長（石上 良夫君） 保健対策専門員、櫃田明美君。 

○保健対策専門員（櫃田 明美君） 大腸がん検診についての御質問ですが、このたびの予算は、

鳥取県がこのたび大腸がん検診特別推進支援事業というものを設けまして、その事業を活用して

計画をしたものでございます。３３８人の人数についてですが、この補助金の事業の補助対象者

の方が前年の１０月１日時点の年齢推計人口が４０歳と６０歳の方というふうになっております

ので、その人数が３３８人ということでございます。事業の実施方法につきましては、町村に裁

量が任せられておりまして、必ずこの４０歳と６０歳ということに限らないということで県の方

から聞いておりますので、南部町といたしましては年度当初に集団検診を受けますというふうに

申し込みをいただいた方のうち、未受診の方に対してキットを送って回収をしようということと、

実際には大国まつりとか天津の祭り等のそういう場を活用して、大腸がん検診の受診者をふやし

ていこうという取り組みを今回計画しておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（石上 良夫君） ３番、雑賀敏之君。 

○議員（３番 雑賀 敏之君） 最初の関連質問なんですが、先ほど総務課長の方から、今の公

民館は解体をして駐車場にするという予定なんだということですけども、あそこの後ろに土地改

良区の事務所がプレハブでありますが、あの辺はどのようにお考えなのかお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（石上 良夫君） 総務課長、森岡重信君。 

○総務課長（森岡 重信君） 総務課長でございます。改良区の事務所が一番先のところにござ

います。直接まだここだという話はしておりませんけど、基本的には移動していただきたいとい

うのが町の考え方でございます。ただ、それができないということになれば、またそこの辺は話

をしていかんといけんですけども、まだ具体的にそことの話を詰めた段階ではございませんので、
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今後協議をしながら進めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（石上 良夫君） ９番、細田元教君。 

○議員（９番 細田 元教君） 何点かお聞きします。主なところは全部お答えしていただきま

したので。 

 まず、初めに、このシルバー人材は聞きましたのでいいですけども、この例の赤猪岩神社と清

水井の問題ですが、ここに、事業内訳説明書の中に古事記編さん１３００年に向けてということ

がありました。これはそういう事業が国の事業かなんかであるんでしょうか、それがまず第１点。

それがあるので、うち家もそれに便乗してやろうかということなのか、単町でこういうことをや

られるのかだけです。 

 それと、もう１点は、インフルエンザですが、要は２００万でしたかいね、２１１万８，００

０円追加補正しておりますが、これは去年と比べまして対象者がふえるようにされたのか、金額

がふえることはむしろ減るぐらいだと試算しましたけど、あとは対象者がふえるんかなと思って

おりますが、その件。 

 それと、大腸がん検診ですけども、たまたま県のそういう補助事業ができたということで便乗

されたようですけども、１９万円ですけども、もともと我が町ではこの大腸がん検診率が少ない

ので、またこういうのを充ててこれを実施して図りたいと、そういう意味が含まれてるかどうか

をお聞きしたいと思います。 

○議長（石上 良夫君） 企画政策課長、長尾健治君。 

○企画政策課長（長尾 健治君） 企画政策課長でございます。細田議員よりただいま、古事記

編さん１３００年を記念しての国等の事業があるかというお尋ねでございましたが、現在、国が

こういう事業をするというのは私はまだ聞いておりません。把握しておりませんということでご

ざいます。以上です。 

○議長（石上 良夫君） 健康福祉課長、前田和子君。 

○健康福祉課長（前田 和子君） 健康福祉課長でございます。新型インフルエンザの予防接種

の補正でございますけれども、これは当初高齢者の季節性の予防接種料金を計上いたしておりま

したので、季節性のインフルエンザは全額自費でございましたけれども、今回３価ワクチンとい

うことで新型が入りましたので、若干その部分が補助対象になるということでございます。結局、

１回で終わるというものでございますので、当初組んでいたものを引きますと２００万ばかりの

増額補正になるということでございます。以上です。 

○議長（石上 良夫君） 保健対策専門員、櫃田明美君。 
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○保健対策専門員（櫃田 明美君） 大腸がん検診についての御質問ですけども、大腸がん検診

の受診率が県下で低いというわけではないんですけども、年度当初に大腸がんとかの申し込みを

していただくのが、大体２，６００人から２，７００人の方には受診を申し込みをしていただき

ますが、実際受けていただく人数が１，２００人と、４割、５割に達しない状況ですので、せっ

かく申し込みをしていただいても受けていらっしゃらない方がたくさんあるということですので、

ぜひともそういう方に再度、直接今回の県の補助金が新しい方法なんですけども、そういう方に

郵送でキットを送って受診していただこうということですので、効果についてはちょっと、これ

からやってみないとわからないところもありますが、多くの方にぜひ受けていただきたいという

趣旨でこのたび計画をいたしました。よろしくお願いいたします。 

○議長（石上 良夫君） ９番、細田元教君。 

○議員（９番 細田 元教君） 今、古事記が発刊されてからどうか知らんけど、１３００年た

ったということですね。ほったら、この清水井と赤猪岩神社は、古事記に載ってるということは

話はお聞きしました、よう聞いてました。その１３００年たつこの記念事業は、我が単町でやり

ましょうということでされたんですね。ほったら、俺は国がやって、そこに便乗したもんでばっ

かりおったんだけど、そのように解釈していいのかどうか。 

 それと、大腸がん検診ですけども、これいろんな検診があります。なぜ県がこの大腸がんだけ

特定してこのような補助をつくったかという背景を、ちょっとまた教えていただきたいと思いま

す。 

○議長（石上 良夫君） 保健対策専門員、櫃田明美君。 

○保健対策専門員（櫃田 明美君） 鳥取県は、１つは、がん予防基本条例というものを県で独

自に定められたということがございますし、大腸がんの死亡につきましては、２００８年に７５

歳以下の大腸がんの死亡率が女性の場合全国一だったということがございまして、大腸がんを今

年度鳥取県が力を入れるということでございます。 

 南部町につきましても、平成１８年が４人、１９年が５人、２０年が４人の大腸がんによる死

亡がございますし、大腸がん検診で大腸がんが発見されてる方も毎年数名ずつございますので、

南部町といたしましてもこのたびはこの事業を取り組んだということでございます。よろしくお

願いいたします。 

○議長（石上 良夫君） 企画政策課長、長尾健治君。 

○企画政策課長（長尾 健治君） お答えします。古事記１３００年につきましては、２０１２

年編さんされて１３００年を迎えるわけでございますけども、国の方と申しますか、先ほども秦
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議員のお尋ねの中で島根県ということを申し上げましたが、その動きについても若干補足説明を

させていただきます。 

 まず、島根県におかれましては、出雲大社の平成の大遷宮が２０１３年までに行われるという

こともありまして、いろいろな事業を県内で構えておられます。それから、島根県内の市町村及

び民間団体が一体となって神話のふるさと島根ということで、いろいろなアピールや催しを構え

ておられるとこでございます。そして、赤猪岩神社についてですが、古事記に赤猪岩神社という

ことについてのお話が場所も含めて明記されておるとこでございます。 

 さて、本町におきましてこの事業に、今回提案します事業に着手する計画を立てましたのは、

緑の分権改革調査事業というものがこの春、国から示されたところでございます。このことに沿

って、この事業を展開していこうということで、今回御相談申し上げておるとこでございますけ

ども、この事業は、地域主権型社会を構築するために個々の人の生活や地域の経済等における分

散自立等を目指す必要があると、そのためにこの緑の分権改革を推進し、それぞれの地域が豊か

な自然環境を再生可能なクリーンエネルギー、安全で豊富な食糧、歴史、文化資産の価値等を把

握して、最大限活用する仕組みをつくり上げていくことによって地域の活性化、きずなの再生を

図るということで、地域から人材、資金が流出する中央集権型の社会構造を改めていうというの

が大きな目的でございまして、この趣旨に沿ってこの事業を展開、御提案申し上げるところでご

ざいます。 

○議長（石上 良夫君） 町長、坂本昭文君。 

○町長（坂本 昭文君） 町長。古事記１３００年に向けて、これは平成２４年に来るわけです

けれども、さまざまな取り組みをして、この山陰地方に多くの観光客でも来ていただきたいとい

うのが基本的な考え方でありまして、先ほども課長が言いましたように島根県の方では随分大き

な、大がかりなイベントをなさっておられますし、それから、既に東京の方でも島根県のそうい

う取り組みがＰＲされているというようになっているわけです。 

 赤猪岩神社や白兎海岸の因幡の白ウサギの話をやっぱりしていかないと、大国主の物語は完成

せんわけでございまして、鳥取県としましても何とかそういうことをＰＲして島根にばっかりじ

ゃなくて、この鳥取の方にも関心を向けて足を運んでいただきたいというような思いがあるわけ

です。 

 緑の分権改革構想の中で南部町としては、先ほど申し上げたような構想を提案して国に認めて

いただき、特別交付税で措置をしていただこうということなんですが、このほかにも、今、こと

しはまだ提案しておりませんけども、あそこに県道から入る道路の整備や、それから駐車場の整
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備というようなことについて、まだ具体的にはないんですけれども、大ざっぱに計画をいたして

おります。県の文化観光局ですか、などとも連絡を取り合って、そういうハード的な整備、それ

から、ソフト的な整備といったようなことで、この際、１００選にあわせた看板を設置をしたり

というようなことを進めていきたいもんだというように考えているところでございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（石上 良夫君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 討論もありませんので、討論を終わります。 

 これより、議案第７８号、平成２２年度南部町一般会計補正予算（第３号）を採決いたします。 

 議案第７８号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決されまし

た。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第６ 議案第７９号 

○議長（石上 良夫君） 日程第６、議案第７９号、平成２２年度南部町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 上下水道課長、頼田泰史君。 

○上下水道課長（頼田 泰史君） 上下水道課長でございます。議案第７９号について説明をい

たします。 

------------------------------------------------------------ 

 議案第７９号 

平成２２年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

 平成２２年度南部町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入予算の補正） 
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第１条 歳入予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入予算の金額は、

「第１表 歳入予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

   平成２２年１０月２５日            南 部 町 長 坂 本 昭 文 

 

   平成２２年１０月  日         決  南部町議会議長 石 上 良 夫 

------------------------------------------------------------ 

 地方債の変更について説明をいたしますので、３ページの方をごらんください。第２表、地方

債補正。１、変更。地方債の目的は資本費平準化債になります。変更前の金額が４，９５０万、

補正後の金額が５，２００万ということでございます。 

 歳入の内訳について説明をいたしますので、４ページの方をごらんになってください。下の方

ですけども、２、歳入ということで、繰入金、一般会計からの繰入金です。補正の金額が２５０

万の減額、合計が１億１，５６３万３，０００円でございます。 

 町債の方ですが、下水道債でございます。補正の金額が２５０万、合計の金額が５，２００万。

内容は、資本費平準化債でございます。以上が農業集落排水事業の説明になります。御審議をよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（石上 良夫君） 提案に対し、質疑ありませんか。 

 １３番、亀尾共三君。 

○議員（13番 亀尾 共三君） １点だけお聞きします。今回、起債を起こされるんですけども、

この起債の返還というんですか、借り入れ期間というのは何年を予定されているのかということ

をお聞きします。 

○議長（石上 良夫君） 上下水道課長、頼田泰史君。 

○上下水道課長（頼田 泰史君） ５年据え置き３０年償還という形でございます。 

○議長（石上 良夫君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 質疑を終結いたします。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 討論もありませんので、討論を終結いたします。 
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 これより、議案第７９号、平成２２年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

を採決いたします。 

 議案第７９号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決されまし

た。  

─────────────・───・───────────── 

   日程第７ 議案第８０号 

○議長（石上 良夫君） 日程第７、議案第８０号、平成２２年度南部町公共下水道事業特別会

計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 上下水道課長、頼田泰史君。 

○上下水道課長（頼田 泰史君） 議案第８０号について説明をさせていただきます。 

------------------------------------------------------------ 

 議案第８０号 

平成２２年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 平成２２年度南部町の公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入予算の補正） 

第１条 歳入予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入予算の金額は、

「第１表 歳入予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

   平成２２年１０月２５日            南 部 町 長 坂 本 昭 文 

 

   平成２２年１０月  日         決  南部町議会議長 石 上 良 夫 

------------------------------------------------------------ 

 地方債について説明をいたしますので、３ページの方をごらんください。第２表、地方債補

正。１、変更。起債の目的は資本費平準化債です。補正前の金額が２，４５０万、補正後の金額

が２，５１０万円でございます。 
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 歳入の内訳については、４ページで説明をさせていただきます。２の方の歳入、３款になり

ます。繰入金です。一般会計繰入金、補正額６０万円の減額、合計が９，６４２万６，０００円。 

 町債、下水道債、補正金額が６０万円、合計が２，５１０万円。内容は、資本費平準化債に

なります。御審議をよろしくお願いいたします。 

○議長（石上 良夫君） 提案に対し、質疑ありませんか。 

 １３番、亀尾共三君。 

○議員（13番 亀尾 共三君） これも７９号と同じ質問なんですけど、６０万の起債なんです

けど、これも返済期限というのは前期限と同じでしょうか、そのことが１点です。 

○議長（石上 良夫君） 上下水道課長、頼田泰史君。 

○上下水道課長（頼田 泰史君） 上下水道課長です。６０万借りるというわけじゃなくて、当

初あったのに６０万を追加する格好になります。（「あっ、そうか」と呼ぶ者あり）返済の形は

同様でございます。 

○議長（石上 良夫君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 質疑なしと認めます。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 討論もありませんので、討論を終結いたします。 

 これより、議案第８０号、平成２２年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）を

採決いたします。 

 議案第８０号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決されまし

た。 

─────────────・───・───────────── 

○議長（石上 良夫君） 以上をもちまして今期臨時会の会議に付議された事件はすべて議了い

たしました。よって、第８回南部町議会臨時会を閉会いたしたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石上 良夫君） 御異議なしと認めます。これをもちまして平成２２年第８回南部町議
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会臨時会を閉会いたします。御苦労さんでした。 

午前１１時１３分閉会 

─────────────────────────────── 


